　本日は、我々の任期の最後の理事会と言うことで、お集まりを頂き、まことにありがとうございます。
　この、２年間、理事・監事の皆さんには本当にお世話になりました。本当にありがとうございました。また、事務局を一人で支えて頂いた梶谷さんにも本当に感謝しております。ありがとうございました。

　今期は法人改革という余計なことに時間と労力を費やし、皆さんも分からないことだらけで、大変だったと思います。　

　現在の社会情勢は、アベノミクスの効果が出てきたのか、円安、株高が続いていて、新聞報道もいくらか景気が良くなってきたというような報道が目立つようになってきました。

歯科医会は世間の景気から１～２年ほど遅れてやってくるといわれますが、来年は、診療報酬改定もあります。これからどのようになって推移していくのか、注目していきたいと思います。

　診療報酬改定については、民主党時代のプラス改定の前が５回のマイナス改定と言うことで、それがいまだに尾を引いているわけで、その結果として皆さん遅くまで診療をしているということにつながっているのだと思います。

　なんとか、この状況を打破してもらいたいと願っております。

　そうしなければ、岩歯の為に頑張ろうという若い先生が

なかなか現れないで、この先理事会を構成することが大変困難になるのではないかと危惧しております。

　これから、次期も理事をして頂ける先生、今回で理事を下りられる先生色々ですが、どちらでしてもみんなで岩歯を盛り上げていかなければなりません。次次期に再登板する先生もいるかと思います。みんなで頑張っていきたいと思います。

また、会の運営上、岩見沢方面会の理事の先生が多いわけですが、今まで通り、方面会からの先生方は、出席するのが大変ですが、幅広く意見を吸い上げるためには、とても大切なことだと思いますので、これからもよろしくお願いしたいと思います。

　本当に、２年間、皆さんありがとうございました。
